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1 はじめに
オートマトンどは、本来は自動人形の意味で、意志を持たず、過去およ

び現在に受けた刺激だけで行動が決定される自動機械のことで、 セ jレオート

マトン（ 0 A）では、 離散的格子点で構成されていて、各格子点のどりうる値

は有限個であり、同ーの決定論的な規則に従って、離散的に時開発展させら

れるどいうような特性を備えている［ 1]0 この離散牲のため C Aモデルは計

算機にもなじみ、交通流の問題に適用された。 Wolfram は、高速度道路のモ
デルどして i 次元 C Aモデルを提案し［2］、 Biham らは、都市の道路を二次元

格子状の C Aモデルで取り扱った［ 3]. これらのモデルは、その簡単さにも

かかわらず、高密度で渋滞への相転移を表すこどができたこどもあって、そ

の後、これらのモデルを交通事情の多様性に合わせた多様なモデルへど拡摂

された［ふ針。ここでは、二次元Biham モデルにおける故障車の影響ど相転移

について議論する。 

2 Biham モデルにおける渋滞相転移

ここで扱う Biharn モデルでは、二次元正方格子点に車（右行き車ど上行き

車、数は同数）を配置し、それぞれの車は、前方の格子点上に車がない どさ

には、 11各子（ 1step）だけ前進

できる。だだし、系全体は交通信

号で制僻されていて、右行き信号

で一斉に右行き車が進行し、次に (a) p•O . JZ 

上行急車が一斉に進行する過理が

繰り返される 。

最初予ンダムに配置された寧

は、時間が経過するにつれて平衡 (b) p•0.34 

状態に達する。その経過は、系全 。 Time lOOOO 

体の乎均速度 v (=n/N: nは移動

車数、 Nは全車数）によって観察

できる。到達状態は、車の密度p 
Id 1"0 ll(=N/(L×L):Lは格子サイズ）に 
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